
４年ぶりの公演

片野尾歌舞伎
　４月18日、第16回片野尾歌舞伎定期公演が、片野尾
ふるさと会館で開催されました。
　片野尾集落の住民による手作りの歌舞伎公演は2年
に1度開催されてきましたが、2008年の公演は集落を
襲った冬季風浪被害で中止となっていました。
　今回は4年ぶりとあって、待ちわびたファンが詰め
かけ会場は大入り。地域が一体となり、大切に守られ、
継承されてきた片野尾歌舞伎に、割れるような拍手が
送られていました。

演目「一谷嫩軍記　熊谷陣屋の場」
いちのたにふたばぐんき くまがいじんや ば

ば

演目「一谷嫩軍記　須磨浦の場」
いちのたにふたばぐんき すまのうら

(いちのたにふたばぐんき
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４
月
11
日
、
佐
渡
ト
キ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
２
０
１
０
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
２
１
７
３
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

両
津
港
近
く
の
お
ん
で
こ
ド
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
に
、
選
手
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10
キ
ロ
、
５
キ

ロ
、
３
キ
ロ
の
各
種
目
に
分
か
れ
、
佐
渡
の
美
し
い
自
然
の
中
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
前
日
と
合
わ
せ
て
約
８
５
０
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
コ
ー
ス
誘
導
や
、
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
水
や
バ
ナ
ナ
を
準
備
し
、
大
会
を
支
え
ま
し
た
。

　

気
温
10
度
前
後
の
肌
寒
い
中
、
力
を
出
し
切
っ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
、
沿
道
か
ら
あ
た
た
か
い
声
援

で
選
手
を
励
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゲストランナー・千葉真子さん

沿道からはたくさんの声援。小学生から高齢の方まで
2150人が完走しました。

フルマラソンの部総合1位の土屋正幸さん
（佐渡市泉）：レースナンバー313

両津商工会女性部が温かい
すり身汁でおもてなし

景色を楽しみながら
ゴールを目指す

ボランティアが飲み物
などを準備

大会の結果は「佐渡トキマラソン大会2010」
ホームページでご覧いただけます。
http://www.e-sadonet.tv/̃sado-marathon/

ト
キ
の
棲
む 
環
境
に
優
し
い 
黄
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の
島 
佐
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で

ト
キ
の
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環
境
に
優
し
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黄
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島 
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渡
で
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初
め
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マ
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初
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で

ト
キ
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む 
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黄
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初
め
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

初
め
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

初
め
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ト
キ
の
棲
む 
環
境
に
優
し
い 
黄
金
の
島 
佐
渡
で

初
め
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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5月16日（日）
2010佐渡ロングライド210
午前5時45分スタート
大会会場　佐渡市河原田小学校グラウンド
参加予定人数　3000名
大会ホ－ムページ　http://www.sado-longride.com/

9月5日（日）
2010佐渡国際トライアスロン大会
午前6時スタート　
大会会場　佐渡市河原田小学校グラウンド
参加予定人数　2000名
大会ホ－ムページ　http://www.sado.gr.jp/

10月3日（日）
佐渡ヒルクライム2010
詳細は決まり次第お知らせします。

参加予定人数　300名
大会ホ－ムページ　http://www.e-sadonet.tv/̃hill-climb/

　

も
っ
と
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
を

　

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
役
割
は
多
種
多
様

で
、
そ
の
必
要
性
は
多
く
の
人
が
認
め
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
明
る
く
豊
か
で
活
力

に
満
ち
た
社
会
を
つ
く
り
、
私
た
ち
の
心
身

の
健
全
な
育
成
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
20
年
度
か
ら
の
10
年
間
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
を
策
定
し
、
「
成
人

が
１
週
間
に
１
回
以
上
何
ら
か
の
ス
ポ
ー
ツ

の
実
施
率
を
50
％
に
」
を
目
標
に
、
必
要
に

応
じ
て
見
直
し
を
行
な
い
な
が
ら
、
弾
力
的

に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
だ
れ
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力

や
年
齢
、
技
術
、
興
味
、
目
的
に
応
じ
て
、

い
つ
ま
で
も
、
日
常
生
活
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
」
の
実
現
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
・
世
代
間
交
流
、
青
少
年
の
健
全
育

成
や
ス
ポ
ー
ツ
参
加
率
の
向
上
を
目
指
し
て

設
立
さ
れ
た
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
や
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
が
加
盟
す

る
体
育
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
支
援
し
、

指
導
者
の
育
成
、
各
種
大
会
・
交
流
試
合
等

の
開
催
、
全
国
大
会
ク
ラ
ス
へ
の
出
場
等
、

競
技
力
の
向
上
に
つ
い
て
も
併
せ
て
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
社
会
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
効
率
よ
い
管
理
や
運
用
に
努
め
、
施

設
建
設
に
つ
い
て
は
、
新
市
建
設
計
画
に
基

づ
き
施
設
整
備
事
業
の
調
査
研
究
を
行
い
、

配
置
バ
ラ
ン
ス
、
利
便
性
、
周
辺
環
境
等
を

十
分
に
考
慮
し
、
早
期
建
設
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
総
合
事
業
と
し
て
定
着
し
た
佐

渡
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
や
佐
渡
ロ
ン

グ
ラ
イ
ド
２
１
０
大
会
、
佐
渡
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム
、
佐
渡
ト
キ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は
、
島
外

か
ら
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
訪
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
大
会
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交

流
人
口
の
増
加
や
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
・
「
み
る
」
（
観
戦

な
ど
）
・
「
支
え
る
」
（
応
援
す
る
、
運
営
す

る
、
教
え
る
な
ど
）
と
い
っ
た
多
様
な
か
か

わ
り
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
心
身
の

健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

～スポーツ振興の４つの柱～
Ｓ UPPORT（サポート）「支える」
Ａ CCOMPANY（アカンパニー）「一緒に行う」
Ｄ O（ドゥ）「する」
Ｏ RGANIZE（オーガナイズ）「組織する」

を振興の基本としています。

「SADO」のスポーツは

　　　　　　みんなのもの

さ　　ど

「
す
る
」・「
み
る
」・「
支
え
る
」で
参
加
し
よ
う

佐
渡
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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各
地
域
審
議
会
の
委
員
の
任
期
が
平
成
22
年

７
月
８
日
で
終
了
す
る
た
め
、
新
た
な
一
般

公
募
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
審
議
会
と
は

【
役
割
】　

 

地
域
審
議
会
は
、
合
併
後
も
皆
さ
ん
の
声

を
反
映
さ
せ
、
き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、
合
併
前
の
旧
10

市
町
村
の
地
域
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
佐
渡

市
の
付
属
機
関
で
す
。

 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
地
域
審
議
会
は
公
共

的
団
体
の
役
職
員
、
学
識
経
験
者
、
お
よ
び

一
般
公
募
の
15
人
以
内
の
委
員
で
構
成
さ
れ

ま
す
。

【
審
議
す
る
事
項
】　

①
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
「
新
市
建
設

計
画
」
の
変
更
や
執
行
状
況
、
市
長
が
必

要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮

問
に
応
じ
て
審
議
し
、
答
申
を
し
ま
す
。

②
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
必
要
な
施
策

や
課
題
に
つ
い
て
市
長
に
提
言
し
、
地
域

テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
意
見
交
換
を
行
い
ま

す
。

【
委
員
の
任
期
】　

　

委
嘱
の
日（
平
成
22
年
７
月
）か
ら
２
年
間

◇
開
催
場
所
、
開
催
回
数

 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
（
支
所
等
）
で
会
議
を

平
日
に
開
催
し
、
年
３
回
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

◇
委
員
報
酬
等

　

審
議
会
１
回
の
出
席
に
つ
き
、
６
３
０
０

円
（
報
酬 

５
３
０
０
円
、
費
用
弁
償
１
０

０
０
円
）
と
交
通
費
を
支
払
い
ま
す
。

◇
応
募
要
件　

（
応
募
期
限
日
現
在
で
次
の

条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
）

【
住
所
な
ど
】　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
所
が
あ
る
方
、
ま

た
は
事
務
所
等
に
勤
務
す
る
方
（
複
数
の
地

域
に
該
当
し
て
も
、
１
つ
の
地
域
し
か
応
募

で
き
ま
せ
ん
。）

【
年
齢
】　

 

満
20
歳
以
上
の
人

【
そ
の
他
】

 

本
市
の
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員
で
は
な

い
方

◇
募
集
人
数　

 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
審
議
会
に
つ
き
５
人

（
公
募
委
員
）

◇
募
集
期
間

 

５
月
12
日（
水
）
〜
６
月
11
日（
金
）

◇
応
募
方
法　

 

市
役
所
地
域
振
興
課
お
よ
び
各
支
所
市
民

課
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の

「
応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

地
域
振
興
課
お
よ
び
各
支
所
市
民
課
に
持
参

ま
た
は
郵
送
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
（
記

入
事
項
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
な

ど
の
ほ
か
、
応
募
の
動
機
、
地
域
づ
く
り
、

地
域
活
性
化
な
ど
）

　

な
お
、
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
※
応
募

用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◇
選
考
方
法　
　

 

提
出
さ
れ
た
書
類
を
審
査
し
、
選
考
し
ま

す
。
な
お
、
審
査
の
結
果
、
募
集
人
数
を
超

え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
地
域
振
興
課　

☎
63
―
４
１
５
２

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
意
見
を

「
地
域
審
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
意
見
を

「
地
域
審
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

地域審議会のイメージ

市 
 

長

【審議事項】
① それぞれの地域における「新市建設計画」

の変更や執行状況、市長が必要と認める事項

② それぞれの地域において必要な施策や課題

について

公
共
的
団
体
代
表
者

学
識
経
験
者

住
民
の
皆
さ
ん
（
公
募
）

委  嘱

諮  問

意  見

選  出
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市
で
は
、
平
成
17
年
度
に
「
佐
渡
市
行
政

改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
平
成
17
年
度
か
ら

平
成
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
改
革
期
間
と

し
て
、
効
率
的
な
行
政
運
営
と
市
民
の
視
点

に
立
っ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
組
織
・
機
構
や
公
共
施
設
の
重

複
な
ど
、
継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き
大
き
な

課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
自
治
体
経
営
の
見

直
し
が
必
要
な
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
成
果
と
課
題

を
検
証
し
た
う
え
で
、
引
き
続
き
行
財
政
改

革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
佐
渡
市
行
政
改

革
推
進
委
員
会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
、『
市

民
参
画
に
よ
る
行
政
経
営
の
推
進
』
を
目
標

に
掲
げ
、「
第
２
次
佐
渡
市
行
政
改
革
大
綱
」

を
新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
進
行
管
理
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

代
表
で
構
成
さ
れ
る
行
政
改
革
推
進
委
員
会

に
定
期
的
に
報
告
し
、
そ
こ
で
の
提
言
を
踏

ま
え
て
必
要
な
見
直
し
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
に

は
市
役
所
行
政
改
革
課
ま
た
は
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
連
絡
所
等
の
窓

口
で
冊
子
を
配
布
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
保

険
料
を
な
ら
す
作
業
（
平
準
化
）
を
行
い
ま

す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
年
度
の
前
半
に
仮
の
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
保
険
料
の
確
定

後
、
年
度
の
後
半
に
差
額
を
清
算
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
年
度
の
前
半
と
後
半
で
保
険
料

の
金
額
が
大
き
く
増
減
し
な
い
よ
う
に
、
保

険
料
を
な
ら
し
ま
す
。

　

６
月
と
８
月
の
保
険
料
額
を
一
時
的
に
増

減
す
る
こ
と
で
、
年
度
の
前
半
と
後
半
の
負

担
が
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
よ
う
に
調
整
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
６
月
上
旬
ま
で
に
『
仮

徴
収
額
変
更
通
知
書
』
を
お
送
り
し
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

変更前

変更後

年度後半の負担が増大

・４、６、８月の保険料が同額
　の場合、10月以降の保険料
　が大幅に増加する。

　　

保
険
料
額

４
月

６
月

８
月

10
月

12
月

２
月

前半と後半の負担はほぼ同じ

・６、８月の保険料は一時的に
　増加するが、10月以降の負
　担は軽減される。

　　

保
険
料
額

４
月

６
月

８
月

10
月

12
月

２
月

→負担が年度後半に偏る

→負担偏りがなくなる

第２次佐渡市行政改革大綱
および

同実施計画（集中改革プラン）
を策定
お問い合わせ

市役所行政改革課　☎63-3111

介護保険料
平準化のお知らせ

お問い合わせ

市役所税務課（市民税係）　☎63-5110

引き続き行財政改革を推進

イメージは、保険料の増額が予想される場合のイメージです。
減額が予想される場合、6月と8月の保険料は減額となります。
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募
集
人
員　

環
境
美
化
指
導
員　

両
津
・

新
穂
地
区
１
名

任　
　

期　

平
成
22
年
６
月
１
日
〜
平

成
23
年
３
月
31
日

主
な
任
務　

ポ
イ
捨
て
等
の
防
止
に
関

す
る
条
例
の
過
料
の
処
分(

処
分
を

受
け
る
人
へ
の
告
知
書
の
交
付)

に

係
る
事
務
や
、
そ
の
他
環
境
美
化
に

関
す
る
事
務

行
動
内
容　

両
津
・
新
穂
地
区
を
週
２

〜
３
回
（
１
回
に
つ
き
２
時
間
程
度
）

を
２
人
１
組
で
巡
視
し
、
指
導
お
よ

び
事
務
処
理
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

報
酬
等　

年
間
委
託
料
と
し
て
10
万
８

５
０
０
円

応
募
資
格
（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

で
次
の
項
目
全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
満
20
歳
以
上
で
、
両
津
ま
た
は
新
穂

地
区
に
住
所
を
有
す
る
方

②
普
通
自
動
車
免
許
を
保
有
し
、
移
動

手
段
を
有
す
る
方

③
平
日
に
活
動
時
間
を
確
保
で
き
る
方

応
募
方
法　

市
役
所
環
境
対
策
課
ま
た

は
両
津
支
所
、
新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
て
、
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
窓
口
担
当
者
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　

５
月
10
日(

月)

〜
５
月
21

日(

金)

選
考
方
法　

応
募
の
あ
っ
た
方
の
中
か

ら
環
境
対
策
課
に
て
選
考
し
、
文
書

で
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
環
境
対
策
課

☎
63
―
３
１
１
３

不法投棄監視員の皆さん
（敬称略）

本 間　英 理
小 濱　和 明
金 田　芳 文
池 野　俊 男
和 倉　宏 實
池 田　 　満
本 間　繁 幸
安 藤　卓 也
斉 藤　雄 二
山 本　満 雄
西 川　祐 一
野 崎　正 之
古 藤　高 明
山田  佐久男
長 島　勝 利
山田  惣太郎
小 島　昭 芳
金 子　一 雄
末武  喜代治
外山  久一郎
佐々木  　豊

氏　　名担当地区

両　津

相　川

佐和田

金　井

新　穂

畑　野

真　野

小　木
羽　茂
赤　泊

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
佐
渡
は
、
豊
か
な
自
然

や
美
し
い
景
観
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
山
林
や
河
川
、
道
路
の
脇
な
ど

の
目
立
た
な
い
場
所
に
、
一
部
の
心
な
い
人

が
捨
て
た
ご
み
が
散
乱
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
単
に
美
観
を
そ
こ
ね
る
だ

け
で
な
く
、
あ
ら
た
な
不
法
投
棄
を
誘
発
し
、

危
険
と
な
っ
た
り
不
衛
生
に
も
な
り
、
生
活

環
境
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

不
法
投
棄
に
厳
し
い
罰
則

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。
法
律
に
よ
り
、
個
人
の
不
法
投
棄

の
場
合
に
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一

千
万
円
以
下
の
罰
金
。
法
人
の
場
合
に
は
、

最
高
で
一
億
円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
な
ど

厳
し
い
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
監
視
員
が
活
動

　

市
で
は
、
２
０
０
５
年
か
ら
不
法
投
棄
監

視
員
を
配
置
し
て
、
清
潔
で
美
し
い
島
づ
く

り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

監
視
員
は
、
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
不

法
投
棄
の
現
場
や
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
等
を

を
発
見
し
た
際
に
通
報
し
た
り
、
不
法
投
棄

の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投

棄
さ
れ
た
ご
み
の
処
理
や
、
防
止
の
た
め
の

提
言
、
清
掃
美
化
活
動
の
推
進
に
関
す
る
こ

と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
し
だ
い
で
解
決
で
き
る
こ
と
で
す
。
美

し
い
佐
渡
の
環
境
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

美しい自然を破壊する不法投棄

佐渡を美しくする会では、

市民や観光客の皆さんの

モラルの高揚を図るとと

もに、空き缶の回収活動

を展開し、地域の環境美

化に貢献します。

「空き缶ゼロの日」
　に参加しませんか

平成22年度

5月30日（日）

STOP
不法投棄！

不法投棄監視員が
活動しています

ス ト ッ プ

お問い合わせ

市役所環境対策課　☎63-3113

ポ
イ
捨
て
等
を
防
止
し
て
、

　

地
域
の
環
境
美
化
と
快
適
な
生
活
環
境
を

環
境
美
化
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
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「
美
し
い
島
佐
渡
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
推

進
協
議
会
」
で
は
、
市
民
、
市
民
団
体
、
学

校
お
よ
び
事
業
者
が
自
主
的
に
取
り
組
む
活

動
を
た
た
え
、
環
境
意
識
の
向
上
や
環
境
保

全
活
動
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
佐

渡
環
境
賞
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
薦
他
薦
を
問
わ
ず
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

応
募
資
格

 

市
内
で
活
動
す
る
市
民
、
市
民
団
体
、
学

校
お
よ
び
事
業
者
な
ど
、
自
薦
他
薦
を
問
わ

ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
・
推
薦
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動　
　

・
自
然
再
生
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
設
置
な
ど

・
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、

環
境
に
関
す
る
社
会
貢
献
な
ど

・
河
川
・
湖
沼
な
ど
身
近
な
自
然
に
対
す
る

保
全
活
動

・
環
境
学
習
等
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
に

資
す
る
活
動

・
そ
の
他
の
環
境
保
全
活
動

※
幅
広
い
活
動
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
積
極
的
に
応
募
（
推

薦
）
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
（
推
薦
）
方
法

（1）　

所
定
の
応
募
（
推
薦
）
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
活
動
内
容
が
わ
か
る
資
料
（
Ａ

４
版
５
枚
限
度
）
を
添
付
し
て
市
役
所

環
境
対
策
課
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

お
送
り
い
た
だ
い
た
書
類
は
お
返
し
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

(2)　

応
募
用
紙
は
市
役
所
環
境
対
策
課
、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。

募
集
締
切
り　

６
月
22
日
（
火
）

審
査
結
果
の
通
知　

応
募
者
に
直
接
通
知

審
査
・
発
表
・
表
彰　

書
類
審
査
に
よ
り

佐
渡
環
境
大
賞
１
点
、
佐
渡
環
境
賞
３

点
程
度
を
決
定
し
ま
す
。
受
賞
者
に
は
、

賞
状
と
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

書
類
送
付
先
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
９
５
２
―
１
２
９
２　

佐
渡
市
千
種
２

３
２　

佐
渡
市
役
所
環
境
対
策
課　

環
境

企
画
係
（
美
し
い
島
佐
渡
・
エ
コ
ア
イ
ラ

ン
ド
推
進
協
議
会
事
務
局
）

☎
63
―
３
１
１
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
63
―
３
３
０
０

　

浄
化
槽
か
ら
排
出
さ
れ
る
放
流
水
は
側

溝
か
ら
河
川
・
海
な
ど
の
公
共
水
域
に
直

接
放
流
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
環
境
へ

の
負
荷
の
大
き
い
単
独
処
理
浄
化
槽
（
し

尿
の
み
を
処
理
し
、
雑
排
水
は
そ
の
ま
ま

放
流
し
て
し
ま
う
浄
化
槽
）
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
（
し
尿
と
雑
排
水
の
両
方
を
処

理
す
る
浄
化
槽
）
へ
の
切
り
替
え
を
市
で

は
推
進
し
、
設
置
費
用
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ご
自
分
と
ご
近
所
の
住
環
境
の
た
め
、

ま
た
自
然
環
境
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
地
域

　

下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
・
漁

業
集
落
排
水
事
業
の
認
可
区
域
外
の
地
域

　

た
だ
し
、
認
可
区
域
内
で
あ
っ
て
も
７

年
供
用
開
始
が
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る

地
域
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
者

・
住
居
の
単
独
処
理
浄
化
槽
を
合
併
処
理

浄
化
槽
に
切
り
替
え
設
置
す
る
方

・
住
居
に
新
た
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

・
地
域
の
集
会
場
等
で
新
た
に
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方

補
助
対
象
額

・
５
人
槽　
　
　
　
　

35
万
２
０
０
０
円

・
６
〜
７
人
槽　
　
　

44
万
１
０
０
０
円

・
８
〜
10
人
槽　
　
　

58
万
８
０
０
０
円

・
11
人
〜
20
人　

１
０
０
万
２
０
０
０
円

・
単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
費　
　

９
万
円

※
今
年
度
か
ら
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
際

に
単
独
処
理
浄
化
槽
を
撤
去
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
に
対
し
て
、
単
独
浄
化
槽
撤

去
費
と
し
て
最
高
９
万
円
が
補
助
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
替
を
ご
検
討
さ

れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
請
等
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
他
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
上
下
水
道
課
、
ま
た
は
各

支
所
の
上
下
水
道
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

◆
◇　

浄
化
槽
の
保
守
に
つ
い
て　

◇
◆

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
力
で
汚
水
を
浄
化
し

ま
す
の
で
、
そ
の
能
力
を
充
分
に
発
揮
す
る

た
め
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
浄
化
槽
法
で
は
、
４
か
月
に
１

回
以
上
の
保
守
点
検
、
年
１
回
以
上
の
清
掃
・

く
み
と
り
、
年
１
回
の
法
定
水
質
検
査
を
定

め
て
い
ま
す
（
回
数
は
全
て
家
庭
用
の
小
型

合
併
処
理
浄
化
槽
の
場
合
）
。

　

特
に
水
質
検
査
は
、
ご
家
庭
か
ら
の
放
流

水
が
住
環
境
・
自
然
環
境
に
対
し
て
安
全
か

ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
毎
年

欠
か
さ
ず
に
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
上
下
水
道
課
（
維
持
管
理
係
）

☎
55
―
３
１
１
５

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
制
度
の
ご
案
内

佐渡環境賞を
募集します（第２回）
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市
が
事
業
主
体
と
な
り
、
委
託
・
協
定
関

係
の
も
と
で
民
間
業
者
が
運
営
す
る
観
光
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
※
）
事
業
を
始
め
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
事
業

者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
佐
渡
を
訪
れ
る
観
光
客
の
皆

さ
ん
か
ら
、
携
帯
電
話
の
機
能
を
使
っ
て
佐

渡
の
す
ば
ら
し
い
自
然
や
文
化
、
産
業
を
撮

影
し
、
動
画
や
静
止
画
で
投
稿
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
投
稿
さ
れ
た
動
画
や
静
止
画

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
日
本
全
国
お
よ
び

世
界
中
の
人
た
ち
に
発
信
さ
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
「
携
帯
動
画
Ｃ
Ｇ
Ｍ
」

を
使
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
携
帯
電
話
で
撮
影

し
た
15
秒
の
動
画
や
、
複
数
の
静
止
画
に
、

佐
渡
を
象
徴
す
る
動
く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
動
く
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、

字
幕
を
合
成
し
て
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
よ
う
な

動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
作
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　

操
作
は
と
て
も
簡
単
で
、
普
段
、
携
帯
電

話
で
写
真
を
撮
影
し
た
り
、
ニ
ュ
ー
ス
や
天

気
予
報
な
ど
を
見
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
方

な
ら
、
ど
な
た
で
も
す
ぐ
に
使
い
こ
な
せ
ま
す
。

　

佐
渡
に
住
む
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
、

こ
の
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
事

業
の
説
明
と
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
よ
う
な
動
画
を
自
分
で
簡

単
に
制
作
し
、
お
店
の
イ
ベ
ン
ト
や
素
敵
な

佐
渡
の
情
報
を
世
界
中
の
人
た
ち
に
発
信
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

講
習
内
容

①
事
業
概
要
の
説
明
、
携
帯
動
画
Ｃ
Ｇ
Ｍ
の

使
い
方

②
既
存
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
を

増
や
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？

対　
　

象

　

携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
は
、
ど
な
た
で

も
参
加
可
能
で
す
。

　

※
パ
ケ
ッ
ト
定
額
制
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
方
は
、
高
額
な
使
用
料
を
請

求
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

講
習
日
時

　

５
月
22
日
〜
７
月
11
日
の
間
の
土
曜
・
日
曜

　

午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

午
後
の
部　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

定　
　

員　

１
回　

約
20
名

料　
　

金　

無
料

場　
　

所　
（
株
）
イ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス

　

（
佐
渡
市
千
種
丙
２
０
１
―
１
０
）

　

※
講
習
時
間
内
に

受
講
で
き
な
い
場

合
、
小
グ
ル
ー
プ

（
5
名
以
上
）
の

申
し
込
み
で
出
張

講
習
も
承
り
ま
す
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集
！

　

こ
の
「
携
帯
動
画
Ｃ
Ｇ
Ｍ
」
を
利
用
し

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
サ
イ
ト
の
名
前
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ト
を
通
し
て
観

光
客
や
若
者
が
増
え
、
島
全
体
が
も
っ
と

元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

（
株
）
イ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス

　

☎
61
―
１
５
０
０

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す

　

h
ttp

://w
w

w
.in

tx
.c

o
.jp

/

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
）
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
・
・
・
さ
ま
ざ
ま
な

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
お
け
る
入
り
口
的
な
扱
い

の
サ
イ
ト
の
こ
と
。

・表情が暗い　・反応や判断力が鈍くなった
・仕事などでミスが多くなった　・仕事を休みがち
・外出しなくなった（家に閉じこもるようになった）
・飲食やタバコの量が以前より増えた

★「うつ」の症状とは？・・・こころの症状に加え、からだの症状が同時に現れるのが特徴です。
こころ元気ですか？ ひとりで悩まないで相談しましょう!

休んだり、誰かに相談しても、症状が改善しない場合は、専門的な治療が必要かもしれません。
ひとりで悩まず、ご相談ください。（月～金曜日 ※祝日は除く）

･佐渡保健所 ☎74-3407　･市役所市民生活課健康推進室 ☎63-3115　･市役所社会福祉課 ☎63-5113

・憂うつ
・集中力がなくなった
・興味がわかない
・自分を責め立てる
・イライラしやすい

・睡眠障害（早朝覚醒）
・疲れやすくなった
・頭痛（特に重苦しい）
・食欲がない
・肩こりや体重の減少

まわりから見てわかる症状 うつ病の自覚症状
精 神 的 症 状 身 体 的 症 状

観光商工課からのお知らせ

伝統文化と環境福祉の
専門学校様

伝統文化と環境福祉の
専門学校様

伝統文化と環境福祉の
専門学校様

セーブオン佐渡
金井店様
セーブオン佐渡
金井店様
セーブオン佐渡
金井店様

伝統文化と環境福祉の
専門学校様

中央
石油様

インター
クロス

セーブオン佐渡
金井店様

●

●
●

★←佐和田 R350

両津→

新
保
川

佐渡の情報を
動画で世界に
発信して
みませんか？
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〈
ト
キ
の
放
鳥
後
、初
め
て
自
然
下
で
の
営
巣
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
〉

新
た
に
国
指
定
と
な
っ
た
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

　

３
月
29
日
現
在
、
佐
渡
市
で
は
放
鳥
さ
れ

た
ト
キ
の
う
ち
20
羽
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
な
か
で
３
組
の
ペ
ア
が
形
成
さ
れ
、
営

巣
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
モ
ニ
タ
ー
が
望
遠
鏡
で
観
察
し
、

枝
を
１
か
所
に
運
ぶ
様
子
と
、
巣
の
存
在
、

擬
交
尾
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
下
で
の
営
巣
が
確
認
さ
れ
た
の
は
２

０
０
８
年
の
放
鳥
後
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
１
組
の
ペ
ア
で
、
一
日
中
、
オ
ス

と
メ
ス
の
ど
ち
ら
か
が
交
代
で
巣
に
残
っ
て

座
り
込
ん
で
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
ト
キ
が
産
卵
を
し
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

７
日
、
巣
に
残
っ
て
い
た
オ
ス
が
転
卵
し
た

際
に
卵
の
存
在
が
目
視
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
か
ら
６
月
は
ト
キ
の
繁
殖
期
で
す
。

繁
殖
期
は
ト
キ
が
最
も
神
経
質
に
な
る
季
節

で
す
。
人
が
巣
に
近
づ
く
と
ト
キ
が
危
険
を

感
じ
て
巣
を
放
棄
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ト
キ
の
繁
殖
が
成
功
す
る
こ
と
を
願

っ
て
、
繁
殖
期
間
中
は
ト
キ
の
営
巣
場
所
付

近
へ
は
近
づ
か
な
い
な
ど
、
ご
注
意
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

佐
渡
金
山
遺
跡

「
旧
佐
渡
鉱
山
の
施
設
群
」大
立
地
区

国
史
跡

お
お
だ
て

現在の大立竪坑櫓

写
真
提
供　

環
境
省

明治34年～末年（1901～1912）頃の大立地区

　

平
成
22
年
２
月
に
国
史
跡
「
佐
渡
金
山

遺
跡
」
に
追
加
指
定
さ
れ
た
旧
佐
渡
鉱
山

施
設
群
の
一
つ
で
あ
る
大
立
地
区
は
、
明

治
２
年
（
１
８
６
９
）
の
鉱
山
官
営
化
と

共
に
近
代
化
が
進
め
ら
れ
た
場
所
で
す
。

　

明
治
10
年（
１
８
７
７
）、
ド
イ
ツ
人
技
師

ア
ド
ル
フ
・
レ
ー
の
指
導
の
も
と
、
日
本

初
と
な
る
深
さ
約
１
６
５
ｍ
の
洋
式
竪
坑

が
完
成
し
ま
し
た
。
の
ち
に
竪
坑
は
深
さ

３
０
６
ｍ
ま
で
延
長
さ
れ
、
ケ
ー
ジ
を
巻
き

揚
げ
る
動
力
も
、
馬
か
ら
蒸
気
機
関
、
電
動

へ
と
変
わ
り
ま
す
が
、
平
成
元
年
（
１
９
８

７
）
に
鉱
山
の
操
業
を
中
止
す
る
ま
で
の
間
、

主
要
な
施
設
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

現
存
す
る
竪
坑
の
鉄
製
櫓
は
、
昭
和
15
年

（
１
９
４
０
）
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
岩

盤
を
掘
っ
て
造
ら
れ
た
巻
揚
室
に
は
、
複
胴

巻
揚
機
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
の
機
械
が

残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
様
子
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　
☎
63
―
５
１
３
６

た
て
こ
う

や
ぐ
ら

ふ
く
ど
う

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

66
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伝統芸能「やわらぎ」の発表

相川クリーン作戦
（ゴミ拾い）

新潟大学の關尾史郎・人文学部長と
渡邉剛忠・佐渡市教育委員会教育長

「
郷
土
を
愛
し
、
夢
と
誇
り
を
も
つ
教

育
の
充
実
」
（
佐
渡
の
自
然
、
歴
史
、

文
化
を
学
ぶ
教
育
の
一
層
の
推
進
）

　

こ
れ
は
、
佐
渡
市
学
校
教
育
基
本
構

想
で
謳
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
基
本
構
想
を
受
け
、
相
川
小
学

校
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
相
川
の
よ
さ
」

に
つ
い
て
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

中
心
に
学
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
発
展
と
し
て
、
「
世
界
遺
産
登
録

運
動
」
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
学
習
で
は
、
「
発
信
と
環

境
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
学
習
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

【
発
信
】

○
金
銀
山
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
「
や
わ
ら

ぎ
」
の
発
表

○
調
べ
た
こ
と
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
学
習
発
表
会
で
の
発
信
な
ど

【
環
境
】

○
世
界
遺
産
登
録
候
補
地
の
ゴ
ミ
拾
い
（
相

川
ク
リ
ー
ン
作
戦
）

○
ス
ク
ー
ル
エ
コ
運
動
な
ど

　

こ
れ
ら
の
学
習
を
通
し
て
、
「
故
郷
を

愛
す
る
心
」
や
「
見
付
け
る
力
」
「
追
究

す
る
力
」
「
表
す
力
」
を
児
童
に
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
課
題
を
も
っ
て
地
域
の
歴
史

を
追
究
し
、
学
ん
だ
成
果
を
島
内
外
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
佐
渡
金
銀

山
が
培
っ
た
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
理
解

し
、
歴
史
的
遺
産
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
23
―
４
８
９
８

創立100周年記念式典に向けて
　　カウントダウンパネルを設置

佐渡総合高校

創立100周年記念事業
・体 育 祭　6月9日（水）

・記念式典　10月16日（土）（場所：同校第1体育館）

　　　　　　記念講演　浅島誠先生

・城塚祭（文化祭）　11月6日（土）

　佐渡総合高校が創立100周年を迎え、10月16

日（土）に開催される記念式典を盛り上げようと、

校舎横の県道沿いにカウントダウンパネルを設置

しました。

　パネルは同窓会が制作したもので、生徒から募

集した100周年記念キャラクターの中から、卒業

生の池田実沙紀さんが校章をモチーフにデザイン

したキャラクターが描かれています。

　パネルの取り付

けには生徒会のメ

ンバーが参加し、

「これから精一杯

100周年を盛り上

げていきたい」と

語っていました。

　

新
潟
大
学
人

文
学
部
と
佐
渡

市
教
育
委
員
会

は
、
以
前
か
ら

多
分
野
に
お
い

て
相
互
に
協
力

を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
平
成

22
年
３
月
17
日
、

新
潟
大
学
五
十

嵐
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
研
究
と
教

育
な
ど
の
交
流
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め

連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

今
後
は
民
俗
学
・
地
理
学
・
社
会
学
な

ど
の
教
員
や
学
生
が
佐
渡
島
内
の
調
査
・

研
究
を
進
め
る
ほ
か
、
講
演
会
・
報
告
会
・

研
究
会
の
開
催
、
報
告
書
な
ど
の
出
版
物
の

刊
行
な
ど
を
通
し
て
、
佐
渡
市
民
に
成
果
を

還
元
し
て
い
き
ま
す
。

新潟大学人文学部と
佐渡市教育委員会が

連携協定を結びました

題
字 

渡
邉
剛
忠

佐
渡
市
立
相
川
小
学
校
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中央図書館  ☎63-2800

　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
（
畑
野
地
区
）

　

５
月
15
日（
土
）、
畑
野
地
区
公
民
館
主
催
、

青
少
年
育
成
会
議
共
催
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

花
と
の
ふ
れ
あ
い
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

促
進
し
て
い
く
た
め
に
地
区
内
に
花
を
飾
る

も
の
で
す
。
今
年
も
約
６
０
０
株
の
花
苗
を

プ
ラ
ン
タ
ー
に
移
植
し
、
畑
野
地
区
内
の
保

育
園
、
事
業
所
等
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

配
布
し
た
花
苗
は
、
10
月
頃
ま
で
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「新潟大学附属図書館と
　 佐渡市教育委員会連携・協力の覚書」の
　調印式と記念講演会を開催しました

「新潟大学附属図書館と
　 佐渡市教育委員会連携・協力の覚書」の
　調印式と記念講演会を開催しました

　佐渡市立中央図書館では、昨年9月から試行期間として、新潟大学附属図書館か
ら無料で本を借りることができましたが、4月18日に、正式に覚書の調印式を行い
ました。

　調印式と同時に佐渡島開発総合センターにて新
潟大学附属図書館・矢田俊文館長による記念講演
会が開催されました。矢田館長は人文学部教授で、
専門は日本史の中世、特に上杉謙信など16世紀の
各地の権力者の研究者です。演題は『佐渡を調べ
る―文書・絵図―』で、75名の方が熱心に耳を傾
けていました。
　今回締結したこの協定は、所蔵する図書館資料
の相互利用や佐渡に関する歴史的学術資料の情報
発信など、幅広い連携・協力を行うものです。佐
渡市内の図書館に資料がなくても、県立図書館や
新潟大学附属図書館から無料で本が借りられます。
　貸出期間は2週間です。どうぞご利用ください。
お問い合わせ　佐渡市立中央図書館 ☎63－2800

調印式

記念講演会

　成人を迎える皆さん、おめでとうご

ざいます。佐渡市では、皆さんの前途

を祝し、成人式を開催します。新成人

の皆さんのご参加をお待ちしています！

日　時　８月15日（日）午後２時～（予定）

会　場　アミューズメント佐渡

対象者　平成元年４月２日から

　　　　平成２年４月１日に生まれた方

※対象者（市内中学校の卒業者、転入者）

には案内通知を送付します。なお、転出

されている方への案内は、転出前の佐渡

市住所地（世帯主宛）に送付予定です。

成人式実行委員会のメンバーを募集

一生に一度、思い出に残る「成人式」を
　　　仲間と一緒につくりあげましょう！
　成人式は実行委員会形式で運営して

います。成人式の運営・準備を手伝っ

てくれる実行委員を募集しています。

興味のある方は、ご連絡ください。

お問い合わせ　
教育委員会社会教育課（社会教育係）

　　　　　　　　　　　☎27―4170

平成22年度 
佐渡市成人式開催のお知らせ

BOOKBOOKBOOKBOOK

図書館だより

社会教育課　☎27-4170
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①
佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管
理
者
と
し

て
管
理
し
て
い
る
次
の
施
設
の
開
館
時
間
等
が

５
月
１
日
か
ら
変
更
と
な
り
ま
し
た
。 

　

対
象
施
設

　

・
さ
わ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
さ
わ
た

　

・
佐
和
田
大
佐
渡
交
流
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

開
館
時
間

　
　

５
月
〜
９
月　

午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

　
　

10
月
〜
３
月　

正
午
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　

休
館
日

　

・
さ
わ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
さ
わ
た

　
　
　

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
（
休
館
日
が
国
民
の

祝
日
等
と
重
な
っ
た
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　

・
佐
和
田
大
佐
渡
交
流
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
（
休
館
日
が
国
民
の

祝
日
等
と
重
な
っ
た
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　
　
　

12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日
ま
で

　

定
期
送
迎
バ
ス

　
　

佐
和
田
地
区
内
の
定
期
送
迎
バ
ス
の
運
行
は

４
月
末
で
中
止
ま
し
た
。
な
お
、
団
体
で
の

送
迎
は
引
き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
佐
渡
市
が
管
理
し
て
い
る
次
の
施
設
の
開
館
時
間

等
が
４
月
１
日
か
ら
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
施
設　

中
興
資
源
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

開
館
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

　

休
館
日　

12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ　

　

市
役
所
社
会
福
祉
課
（
地
域
福
祉
係
）

　

☎
63
―
５
１
１
３

市
営
入
浴
施
設
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

開
館
時
間
等
が
変
わ
り
ま
し
た

佐渡市両津消防団、佐渡市相川消防団、佐渡市中央消防団、
佐渡市南佐渡消防団の解団式と佐渡市消防団結団式　　　　　3月28日
　歴史と伝統のある両津消防団、相川消防団、中央消防団、南佐渡消防団がさらな

る活動の充実強化を図るため、統合されました。両津文化会館を会場に、新潟県消

防協会長をはじめ、多数のご来賓

が列席するなか、団員約500名が参

加し解団式・結団式が盛大に行われました。

　解団式では市内４消防団の各団長から　野市長へ団旗を返

納し、結団式では、4月1日から佐渡市消防団の初代団長とな

った友崎和巳さんへ新しい団旗が手渡されました。友崎団長

は「自分たちの地域は自分たちで守るという消防精神をしっ

かりと受け継ぎ、新たな決意を持って地域の安心・安全のた

め地域に密着した体制づくりと住民から信頼される消防団と

して努力していきます。」と挨拶されました。

春季子牛共進会が開催されました
　4月1日、今年最初の子牛共進会が、2日には高千

家畜市場が開催されました。

　子牛共進会には62頭（雌25頭、去勢37頭）の出

場があり、雌の部、去勢の部ともに長江の古城富

久さんが最優秀賞を受賞されました。出場頭数が

多くハイレベルな戦いの中、ダブル受賞という快

挙に会場からは驚きと感嘆の声が上がり、活気の

ある共進会となりました。次の日の家畜市場には、

子牛の上場頭

数が118頭あ

り、1頭当たり

の平均価格は

前回の11月市

場 比 較 で 1 万

404円上昇し、

37万9948円で

の取引となり

ました。

「佐渡市トキの森事業」へ
　　協賛金をいただきました　　４月16日
　昨年から、畜産安心ブランド生産農場（※）から出荷さ

れた生乳をトキパック牛乳として販売している株式会社

佐渡乳業から、森林整備の促進に向けた協賛金をいただ

きました。

　牛乳の鮮度が保たれたトキパック牛乳は、島内の学校

給食や観光地のほか、島外でも大変好評で、このたびそ

の収益金の一部を提供いただいたものです。当日は島内

の酪農家のみなさんも同席され、「生乳を生産することで、

佐渡の環境保全に協力することができる。これからも安

心安全で美味しい牛乳を皆さんに提供していきたい。」

と話されました。

株式会社佐渡乳業
代表取締役社長
　橋一五さん（写真右）
と　野市長

（※）（社）新潟県畜産協会
　　が認定した生産農場

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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有
料
広
告
掲
載
の
お
申
し
込
み
は
、

市
役
所
総
務
課（
広
報
広
聴
係
）ま
で　

　

☎
63
―
３
１
１
１

広
告
募
集
中
！

http://www1.ocn.ne.jp/̃saikouen/

順徳上皇ゆかりの御所滝改修（泉）
22年3月施工さいこうえん

（有）西 香 園 沢根  ☎52ー5900

　

市
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
の
方

が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
際
の
費
用
を
一
部

補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
で
、
市
の
行
う
健
康
診
査
を

受
診
し
て
い
な
い
方

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方 

補
助
額　

　

１
人 

１
万
円
（
年
１
回
の
み
の
補
助
）

　

自
己
負
担
額
は
２
万
７
８
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

補
助
期
間　

　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

受
診
医
療
機
関

　

①
佐
渡
総
合
病
院

　

②
新
潟
県
労
働
医
学
協
会

　

③
佐
渡
市
立
両
津
病
院

申
込
方
法　

①
受
診
を
希
望
す
る
検
査
機
関
に
、
人
間
ド
ッ

ク
検
査
の
申
込
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
市
役
所
市
民
生
活
課
ま
た
は
各
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
市
民
生
活
係
に

『
人
間
ド
ッ
ク
受
診
申
込
書
』
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

　

市
役
所
市
民
生
活
課
（
年
金
係
）

　

☎
63
―
５
１
１
２

試
験
日
時　

７
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

試
験
会
場　

新
潟
市（
佐
渡
市
居
住
者
の
場
合
）

受
験
願
書
の
配
布　

佐
渡
保
健
所
で
配
布

願
書
受
付
期
間　

５
月
24
日
（
月
）
か
ら
５

月
31
日
（
月
）
ま
で
に
佐
渡
保
健
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
保
健
所　

☎
74
―
３
４
０
３

　もしもあなたの身近な人が目の前で

倒れたら、救命処置が行えますか？　

　ＡＥＤと人形で練習しながら、救命

処置を覚えましょう！

日時　５月23日（日）午後１時から

場所　佐渡市消防本部（八幡５８番地）　

講習時間　３時間または４時間のどち

　　　　　らかを選択してください。

受講者　15名程度（中学生以上が対象）

受講費　無料

申込締切　５月17日（月）

お申し込み・お問い合わせ

　佐渡市中央消防署（救急係）

　☎51―0122

「普通救命講習」を
受講しませんか

有　

料　

広　

告

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

福　

祉　

健　

康

平
成
22
年
度
調
理
師
試
験
の
ご
案
内

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
の
み
な
さ
ん
へ

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を

　
　
　

一
部
補
助
し
ま
す

佐渡市役所
本　　庁� ☎63-3111

両津支所� ☎27-2111

相川支所� ☎74-3111

佐和田行政サービスセンター�☎57-2111

新穂行政サービスセンター�☎22-3111

畑野行政サービスセンター�☎66-3111

真野行政サービスセンター�☎55-3111

小木行政サービスセンター�☎86-3111

羽茂支所� ☎88-3111

赤泊行政サービスセンター�☎87-3111

佐渡市ホームページ　
 http://www.city.sado.niigata.jp

お　

知　

ら　

せ
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受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方

試
験
の
程
度

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

受
験
申
込
書
請
求
先

　

佐
渡
税
務
署
の
窓
口（
総
務
課
）、
関
東
信

越
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
関

東
事
務
局

受
付
期
間

　

６
月
22
日（
火
）〜
６
月
29
日（
火
）

　

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

受
験
申
込
書
提
出
先

　

人
事
院
関
東
事
務
局

　

〒
３
３
０
―
９
７
１
２　

埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
中
央
区
新
都
心
１
番
地
１　

（
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
１
号
館
）　

　
　

☎
０
４
８
―
７
４
０
―
２
０
０
６
〜
８

試
験
日
・
場
所
・
試
験
内
容

・
第
１
次
試
験

　

９
月
５
日（
日
）／
人
事
院
関
東
事
務
局
が

示
し
た
試
験
地
／
教
養
試
験
・
適
性
試
験

お
よ
び
作
文
試
験

・
第
２
次
試
験

　

10
月
14
日（
木
）〜
10
月
21
日（
木
）ま
で
の

間
の
指
定
す
る
１
日
／
合
格
通
知
書
で
指

定
す
る
試
験
地
／
人
物
試
験
お
よ
び
身
体

検
査

合
格
者
発
表
日

・
第
１
次
試
験　

10
月
７
日（
木
）

・
第
２
次
試
験　

11
月
11
日（
木
）

採
用
日

　

平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）

お
問
い
合
わ
せ

・
佐
渡
税
務
署
総
務
課　

☎
74
―
３
２
７
６

（
自
動
音
声
案
内　

音
声
案
内
に
て
「
２
」

を
選
択
）

・
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課　

試
験
係

　

☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１

ふ
る
さ
と
越
後
の
家
づ
く
り
事
業
の
お
知
ら
せ

　

新
潟
県
で
は
越
後
杉
を
使
っ
た
住
宅
の
建

築
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

条
件
が
あ
り
ま
す
（
次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
こ
と
が
必
要
で
す
）

①
平
成
22
年
２
月
26
日
以
降
に
越
後
杉
を
納

入
し
た
住
宅

②
越
後
杉
を
１
㎡
当
た
り
０．
０
９
㎥
以
上

使
用
す
る
こ
と

③
延
べ
床
面
積
70
〜
２
８
０
㎡
の
住
宅
で
あ

る
こ
と

募
集
棟
数
は
全
県
で
５
５
０
棟
で
す
（
先
着
順
）

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
と
10
万
円
ず
つ
加

算
さ
れ
ま
す

①
建
築
主
が
若
者(
35
歳
未
満)

、
ま
た
は
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
、
ま
た
は
農
林
水
産
業
新

規
就
業
者

②
県
産
瓦
を
使
用
し
た
場
合

③
越
後
杉
の
使
用
量
が
延
べ
床
面
積
１
㎡
当

た
り
０．
１
１
㎥
以
上
使
用
し
た
場
合

佐
渡
産
材
を
利
用
し
た
場
合
、佐
渡
市
の
助
成

も
併
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部　

　
　

林
業
振
興
課　

☎
74
―
３
４
５
０

 

「
越
後
杉
」
と
は
・
・
・

　

新
潟
県
産
の
「
ス
ギ
」
が
原
料
で
す
。
乾

燥
し
て
い
て
狂
い
が
少
な
く
、
強
度
や
寸
法

な
ど
の
品
質
が
明
確
な
木
材
で
す
。「
越
後
杉

ブ
ラ
ン
ド
認
証
工
場
」
で
生
産
し
て
い
ま
す
！

佐渡スポーツハウスで健康づくり！
皆さんの健康づくりに、佐渡スポーツ
ハウスをぜひご利用ください！

営業時間のご案内
・温水プール（月曜は休み）
　火～金 13:00～20:00
　土　曜 10:00～20:00
　日曜・祝日 10:00～17:00
・テニスコート 8:30～利用可能な時間まで
・体育館・トレーニング室 8:30～21:30
お問い合わせ　佐渡スポーツハウス　
佐渡市吉岡1675　☎55－2566

お　

知　

ら　

せ

平
成
22
年
度　

税
務
職
員
募
集

国
家
公
務
員
Ⅲ
種（
税
務
）採
用
試
験

越
後
杉
で
建
て
た
家
に

30
〜
60
万
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
！

◆ 軽自動車税に関するお問い合わせ
市役所税務課（市民税係）☎63―５１１０　

または各支所・各行政サービスセンター税務窓口

※口座振替をご利用の方は、あらかじめ残高を

　ご確認ください。

◆ 自動車税に関するお問い合わせ
佐渡地域振興局県税部 収税課  ☎74―３３１０

　納税通知書に記載されている金融機関やコン

ビニエンスストア、佐渡地域振興局県税部窓口

等でお早めに納税しましょう。

【クレジットカード収納ができます】
　インターネット（Ｙａｈｏｏ！公金支払い）を利

用してクレジットカード（　　　　　　　　　 のロ

ゴのあるもの）で自動車税が納付できるように

なりました。（ただし、６月１日以降は利用で

きません）

　詳しくは新潟県税務広報ホームページ「県税

の窓口」http://www.pref.niigata.lg.jp/zeimu/を

ご覧ください。　

軽自動車税と自動車税の納期限は

５月３１日（月）です
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所
有
す
る
山
林
で
植
栽
や
下
刈
り
・
枝
打
・

間
伐
と
い
っ
た
手
入
れ
を
０．
１
０
ｈ
ａ
以

上
の
面
積
で
行
う
と
、
作
業
の
内
容
に
応
じ

て
国
・
県
・
市
か
ら
補
助
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
手
入
れ
を
始
め
る
前
に
、
お
近
く
の
森

林
組
合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
分
の
山
を
手
入
れ
し
た
い
け
れ

ど
、
「
何
か
ら
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
」
「
自
分
で
は
で
き
な
い
」
と
い
う
方
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
作
業
を
他
者

に
委
託
し
た
場
合
も
補
助
金
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

補
助
金
の
対
象
と
な
る
作
業

　

植
栽
、
下
刈
り
、
除
伐
、
枝
打
、
間
伐
、

作
業
路
開
設
、
天
然
林
の
改
良
ほ
か
（
０．

１
０
ｈ
ａ
以
上
）

お
申
し
込
み

　

下
刈
り
に
つ
い
て
は
７
月
末
、
他
の
作
業

に
つ
い
て
は
平
成
22
年
内
に
お
近
く
の
森

林
組
合
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
森
林
組
合　
　
　
　

☎
63
―
４
１
６
４

新
穂
森
林
組
合　
　
　
　

☎
22
―
２
０
２
７

南
佐
渡
森
林
組
合　
　
　

☎
88
―
２
０
１
７

両
津
東
部
森
林
組
合　
　

☎
27
―
７
１
５
６

市
役
所
農
林
水
産
課
（
林
業
振
興
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63
―
３
７
６
１

佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部
林
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
74
―
３
４
６
４

　

市
営
住
宅

赤
泊
住
宅
（
赤
泊
）

　

所
在
地　

赤
泊
２
３
５
番
地

　

規　

格　

木
造
２
階
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　
　
　

４
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
63
年
度
建
設

　

募
集
戸
数　

１
戸
（
３
号
）

　

月
額
家
賃　

１
万
９
３
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
万
７
９
０
０
円

　

県
営
住
宅

炭
屋
町
住
宅
（
相
川
）

　

所
在
地　

相
川
炭
屋
町
19
番
地
３

　

規　

格　

中
層
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
58
年
度
建
設

　

募
集
戸
数　

３
戸
（
２
、
４
階
）

　

月
額
家
賃　

１
万
６
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
万
２
７
０
０
円

　

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

小
熊
住
宅
（
赤
泊
）

　

所
在
地　

徳
和
６
４
７
番
地
１

　

規　

格　

木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
17
年
度
建
設

　

募
集
戸
数　

２
戸
（
２
、
５
号
）

　

月
額
家
賃　

３
万
３
０
０
０
円

※
赤
泊
住
宅
、
炭
屋
町
住
宅
は
①
②
③
④

⑥
に
、
小
熊
住
宅
は
①
③
⑤
⑥
に
該
当

す
る
こ
と

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公
租
公
課

（
市
税
等
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が

い
る
こ
と

③
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

④
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
の

い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
等
は
21
万
４
０
０
０
円
）

以
下
で
あ
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で

あ
る
こ
と

⑥
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

お
申
し
込
み
方
法　

　

市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ
、
申
請

書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
期
限　
　

　

５
月
31
日（
月
）午
後
５
時

入
居
可
能
日　

６
月
中
旬
以
降

　

入
居
に
際
し
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
（
２

名
）
と
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

建
設
課
（
建
築
住
宅
係
）

　

☎
63
―
５
１
１
８

　

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ

助成対象　ケーブルテレビ加入負担金（ＣＮＳ２万

円・佐渡テレビ２万１千円）のうち、１万円を助

成します。

　※加入負担金は、一度全額入金していただき、引

込工事完了後、対象者へ償還払いします。

対象者　対象者は、次の⑴および⑵の条件を満たす方

⑴平成22年4月1日以降に加入申し込みをして、平

成23年3月31日までに加入負担金を入金された方

⑵佐渡市に住所を有し、市民税非課税世帯で次のい

ずれかに該当する方

・65歳以上のみの世帯

・ひとり親世帯

・身体障がい者手帳をお持ちの方が同居している世帯

・療育手帳をお持ちの方が同居している世帯

・精神保健福祉手帳をお持ちの方が同居している世帯

今後の手続き　対象者へは７月以降、随時申請書類

を郵送しますので、下記窓口に提出してください。

受付窓口　情報センター室または最寄りの市役所・

支所・行政サービスセンター

お問い合わせ　市役所地域振興課情報センター室（施

設管理係）☎51―2030

市では高齢者の方などに
ケーブルテレビ加入負担金を助成します お　

知　

ら　

せ

山
の
手
入
れ
を
し
ま
せ
ん
か
？

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

15



　佐渡観光・文化検定
　　　　　　都内でも実施
　去る3月28日午前10時から、第１回佐渡観光・

文化検定（３級）が佐渡、新潟、東京で行われた。

　東京は銀座の紙パルプ会館三階会議室。当日

ビル１階玄関では、佐渡から来た鬼太鼓がドン

ドンと太鼓を鳴らして雰囲気を盛り上げている。

しばし、緊張感を忘れておんでこを見物。３階

に上がると試験場はシーンと静まりかえってい

る。受験票と身分証明書を提示して入室許可が

でる。受験者は44名。問題は100問、マークシ

ート方式で正解を４つの中から１つを選ぶ。

　公式テキストブック「まるごと佐渡ハンドブ

ック」（新潟日報社）を読んで勉強していないと

絶対できない問題もある。日蓮聖人が佐渡に流

される時、神社の森に向かって念じたら海が静

まった。その神社の名前は？最も簡単な質問は、

佐渡はどの海にあるか、もちろん日本海が正解。

金北山の高さは？という問題もあった。

　受験料は2100円。80問正解なら３級合格と

言われる。６割程度の出来具合でも首都圏在住

の受験者にとっては佐渡観光・文化の相当な理

解者と寛容であってほしい。５月には合格者に

認定証が送られる。
（文責：佐渡市東京事務所）

武田鉄矢、中牟田俊男、

千葉和臣の3人によるフ

ォークグループ「海援隊」

がアミューズメント佐渡

でコンサートを行います！

「贈る言葉」「母に捧げる

バラード」など名曲の数々

と、絶妙なトークで織り

成すスペシャルステージ

です。

日　　時　7月9日(金)

　　　　　午後7時開演(午後6時30分開場)

会　　場　アミューズメント佐渡大ホール

チケット　S席(指定席)  4,000円　　A席(自由席)  3,500円

　　　　　(当日各300円増し)

チケットのお求めは　アミューズメント佐渡・丸屋書店（両

津）・曽我商店（相川）・ヤマゴ（金井）・本間書店（畑野）・池田屋

商店（真野）・ホンマ衣料品店（新穂）・玉箋堂（羽茂）で好評発

売中！

講　　師　飯野淳也先生（元東邦音大教授）

　　　　　ヴォイストレーナー　田上薫先生（国立音大卒）

会　　場　アミューズメント佐渡

年  会  費　２万円（分割もできます）

練  習  日　月４回程度

お申し込み　アミューズメント佐渡　☎52－2001

お問い合わせ　アミューズメント佐渡 ☎52-2001

アミューズメント佐渡からのおしらせ

海 援 隊  トーク＆ライブ2010

平成22年度

アミューズメント合唱団会員募集

あなたもアミューズメント合唱団で歌ってみませんか！

看板の除幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
渡
市
長　
　

野
宏
一
郎

新
潟
大
学

 

朱
鷺
・
自
然
再
生
学
研
究
セ
ン
タ
ー
開
所
式

　

４
月
16
日
、
新
穂
地
区
の
ト
キ
交
流
会
館
の
２
階
に
、
新
潟

大
学
の
朱
鷺
・
自
然
再
生
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
ま
し

た
。

　

新
潟
大
学
は
以
前
か
ら
佐
渡
で
朱
鷺
を
始
め
と
す
る
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
最
大
の
拠
点
と
し

て
、
佐
渡
市
が
協
力
し
て
佐
渡
市
の
保
有
す
る
ト
キ
交
流
会
館

の
２
階
に
大
学
の
研
究
拠
点
を
設
置
し
て
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
と
も
い
え
る
研
究
教
育
の
場
と
、
環
境
や
生
物
多
様
性
、
人

と
の
共
生
な
ど
を
研
究
す
る
多
く
の
学
者
や
学
生
、
市
民
と
の

交
流
の
場
を
設
定
し
た
も
の
で
す
。

　

昨
年
佐
渡
市
は
、
新
潟
大
学
と
包
括
協
定
を
結
び
、
以
来
次

第
に
関
係
を
強
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
を
機
に
一
層
の
絆
が

強
固
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
施
設
の

利
用
は
、
新
潟
大
学
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
今
ま
で
に
も
佐

渡
で
研
究
活
動
を
進

め
て
き
た
多
く
の
大

学
や
研
究
機
関
に
等

し
く
開
放
し
て
、
地

域
の
住
民
に
も
気
軽

に
研
究
者
や
学
生
と

の
交
流
を
願
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
市
か
ら

も
担
当
を
派
遣
し
て
、

共
同
研
究
と
交
流
の

場
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

首都圏情報コーナー

No.
43
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 3.16～4.12届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

3.8

3.12

3.13

3.15

3.12

3.16

3.26

3.29

3.30

3.11

3.17

3.18

3.25

3.26

4.4

卓

学

久

弘晃

将樹

美隆

太一

大海

竜也

匠

英介

誠

祐介

勝弘

謙

両　津

　〃

　〃

　〃　

相　川

　〃

　〃

　〃　

　〃　

佐和田

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

下久知

梅津

春日

羽二生

相川栄町

相川鹿伏

戸中

二見

相川栄町

長木

八幡

石田

八幡

東大通

沢根五十里

（りひと）

（はると）

（さち）

（ひろと）

（そうた）

（あやの）

（れいじ）

（ここね）

（るな）

（るり）

（りこ）

（こうた）

（まゆ）

（ひらり）

（ゆいか）

熊　谷　李　人

櫻　庭　颯　人

太　田　さ　ち

甲　斐　弘　人

平　越　想　大

池　田　彩　乃

坂　上　礼　仁

　　瀬　心　音

岩　　　瑠　菜

加　藤　瑠　璃

山　本　莉　瑚

岩　尾　航　太

矢　田　茉　祐

佐々木　閃　里

佐々木　結　伽

3.17

3.17

3.20

3.21

3.21

3.22

3.29

4.2

4.2

4.2

4.4

4.5

4.6

4.9

4.9

4.10

4.11

3.15

3.21

3.23

3.26

3.28

3.31

4.2

4.8

3.21

3.22

3.23

3.28

4.1

4.1

4.2

4.2

88

77

83

81

76

84

83

77

91

78

87

89

68

76

85

86

84

85

84

76

86

91

108

74

87

69

86

75

83

97

72

74

89

両　津

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃

梅津

椎泊

両津夷

両津福浦二丁目

椎泊

歌見

白瀬

春日

上横山

見立

羽吉

両津夷

玉崎

加茂歌代

河崎

両津湊

加茂歌代

相川上京町

稲鯨

北川内

橘

達者

相川大間町

高千

高千

真光寺

沢根五十里

河原田諏訪町

鍛冶町

河原田諏訪町

鍛冶町

中原

真光寺

伊　藤　チヨ子

　　池　　　仁

木　村　謙　次

櫛　谷　ナ　ミ

宇佐美　幸　二

石　塚　　　進

濱　野　勇　一

磯　野　忠　志

池　野　ヱ　イ

菊　家　弘一郎

本　田　　　清

森　谷　キクノ

古　玉　晶　達

本　間　八重子

丸　田　吉太郎

吉　田　久　枝

梅　本　フミ子

須　田　文　江

中　山　ヨ　ネ

安　土　　　勲

川　端　サ　ヨ

土　井　マ　ツ

伊　藤　キ　ク

　　永　幸　保

池　田　千　代

藤　井　恭　一

本　間　勝　治

戸　田　英　吾

名　畑　昭　三

　　田　正　乃

石　塚　貞　夫

宮　田　健之助

金　田　キ　ヨ

4.6

4.8

3.22

3.24

4.3

4.4

4.8

3.17

3.26

3.29

4.8

3.20

3.24

3.24

3.25

3.21

3.26

3.31

4.5

3.18

3.22

3.23

3.24

3.28

4.6

4.6

4.1

4.2

4.2

4.5

4.8

4.9

56

85

79

80

94

91

83

80

91

90

92

87

62

94

66

92

64

86

82

98

92

91

101

85

90

91

85

76

88

91

80

82

佐和田

　〃

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

羽　茂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

赤　泊

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

東大通

河原田本町

中興

中興

大和

中興

中興

新穂正明寺

下新穂

上新穂

新穂舟下

栗野江

目黒町

目黒町

畑野

吉岡

豊田

真野新町

真野

羽茂小泊

羽茂大崎

羽茂上山田

羽茂大石

羽茂大崎

羽茂本郷

羽茂本郷

赤泊

赤泊

徳和

外山

南新保

莚場

増　田　茂　和

本　間　春　男

三　浦　雄　哉

武　井　サ　ヨ

林　　　キ　リ

岩　野　幸　麿

榎　田　　　透

熊　谷　新一郎

引　野　ミ　セ

久　保　雅　雄

金　田　　　實

計　良　ハツミ

渡　部　節　子

近　藤　紋兵衛

池　　　初　江

伊　澤　榮太郎

佐々木　一　夫

金　子　　　　

小　池　カ　ヨ

佐々木　フジヱ

葛　原　佐　俊

中　川　チ　ヨ

松　永　榮　治

伊　　　フ　サ

秦　　　長次郎

中　野　勘一郎

冨　永　カオル

鶴　間　惠　一

古　林　チヨノ

大　森　キ　ク

永　井　春　雄

長谷川　セ　ツ

4.6

3.16

3.17

3.26

3.27

3.10

3.16

3.20

3.27

3.31

3.6

3.8

4.6

3.17

3.7

4.1

3.23

航

望

安寿

弘志

一史

幸賢

裕介

尚

賢司

正樹

祥二

譲司

篤

康祐

祥祐

幸男

嵩之

佐和田

金　井

　〃

　〃

　〃　

畑　野

　〃　

　〃　

　〃　

　〃　

真　野

　〃　

　〃　

小　木

羽　茂

　〃　

赤　泊

窪田

千種

千種

水渡田

千種

寺田

畑野

宮川

栗野江

畑野

長石

真野大川

真野新町

小木町

羽茂本郷

羽茂大橋

三川

（そう）

（ゆい）

（ことな）

（ともはる）

（しおん）

（まひろ）

（まほ）

（ゆうた）

（そうた）

（もえか）

（りく）

（りのん）

（けいた）

（そうじゃ）

（たまき）

（ゆうき）

（りょう）

井　上　　　想

小　瀧　結　衣

横　山　寿　奈

土　屋　友　晴

佐　藤　至　恩

計　良　茉　弥

菊　池　真　帆

古　坂　侑　大

土　屋　聡　大

中　村　萌　花

柴　原　璃　空

加　藤　莉　音

倉　内　圭　太

鈴　木　奏　者

花　田　珠　葵

　　和　優　輝

渡　邉　　　諒

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）
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佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）
　防災・防犯
　通行止め
　観光イベント情報

■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　　■発行日　平成22年5月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.ni igata.jp

市の面積　855.30㎢（平成21年10月1日）　市の海岸線279.6km（平成20年3月31日）

行政の動きや島内各地の身近な話題を紹介します。
◇チャンネル
  アナログ放送：12ch(小木・羽茂・赤泊地区9ch)
  デジタル放送：112ch 
◇毎週月～金曜日　17:00から放送
   【再放送】19:30～、21:00～、22:00～、23:00～、翌日6:30～
　※番組表は各支所・公民館・温泉施設等に置いてあります。

◆市役所情報センター室　☎51-2030

市
の
魚　

ブ
リ

市
の
鳥　

ト
キ

市
の
木　

ア
テ
ビ

市
の
花　

カ
ン
ゾ
ウ

パネラー
山崎　圭一さん（横浜国立大学教授　途上国経済論）
長谷川公一さん（東北大学教授　環境社会学）
磯野　弥生さん（東京経済大学教授　法学）
永井　　進さん（法政大学教授　経済学）
山下　英俊さん（一橋大学准教授　資源経済学）
氏川　恵次さん（横浜国立大学准教授　環境経済）

※参加予定
柴田　徳衛さん（東京経済大学名誉教授 経済学・都市政策論）
岡本　雅美さん（日本大学名誉教授　農業土木）

外海府側からあがり、関集落共有林内の金剛杉と新潟大学
演習林内の原生林・杉巨木群をめぐる新しいトレッキング
コースを一般公開予定です。その事前モニターを募集します。

外海府側からあがり、関集落共有林内の金剛杉と新潟大学
演習林内の原生林・杉巨木群をめぐる新しいトレッキング
コースを一般公開予定です。その事前モニターを募集します。

主　　催／伝統文化と環境福祉の専門学校
共　　催／佐渡市、『環境と公害』（岩波書店発行）編集委員会
企画協力／一橋大学自然資源経済研究会
後　　援／新潟県佐渡地域振興局、佐渡市教育委員会
　　　　　（民間団体申請中）
お問い合わせ
　伝統文化と環境福祉の専門学校　☎61－1122

実施日時　6月8日（火）、13日（日）
　　　　　午前9時～午後5時
参加対象　中級レベルのトレッキング（金北山縦走程度）

に対応できる体力と装備（登山靴、レイン
ウェア必須）がある方

募集人数　各15名（応募者多数の場合は抽選）
受　　付　5月17日(月) 午前10時から　
　　　　　※実施日１週間前または応募者が各日30名に達し
　　　　　　た段階で締切り、可否のご連絡を郵送します。
参 加 費　お一人様5,000円（モニター特別価格）
お申し込み・お問い合わせ（社）佐渡観光協会 ☎27－5000
※受付後、参加案内書などをお送りますので、お申込の際、「希

望日」「氏名」「住所」「生年月日」「電話番号」をお伝えください。
※標高差700m(累積標高差1400m)、距離10㎞ほどを歩きます。

佐渡市ケーブルテレビ

CNSニュース
佐渡市ケーブルテレビ

CNSニュース
お問い合わせ  市役所地域振興課
　　　　　　（情報政策係）☎63-5139

日本を代表する環境政策学者との集会 入場無料

基調講演「環境保全と地域再生」

寺西俊一さん
（一橋大学教授　
　環境経済学・環境政策論）

岩波書店の
　「環境と公害」の編集委員の学者が来島します。
　　　　　多くの方のご来場をお待ちしています。

岩波書店の
　「環境と公害」の編集委員の学者が来島します。
　　　　　多くの方のご来場をお待ちしています。

期日　５月２３日（日）
　　　午後1時～午後3時30分
場所　アミューズメント佐渡 大ホール

「原生林と杉巨木群トレッキング」
～金剛杉ルート～

「原生林と杉巨木群トレッキング」
～金剛杉ルート～

モニターツアー参加者募集モニターツアー参加者募集

アドレス sado@psmail.jpに空メールを送る
と、仮受付メールが返信されますので、案内
にしたがって本登録してください。
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